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無音化） 音（素）の転化 代償延長 音の弱化 締約 二重母音化 単母音化   

語末書法別 語頭音法則 重曹脱落 イオタシズム ツィタシズム ロータシズム   

語末音省略 母音化 形態音素的変化 言語による先史研究（言語学的古生物学）   

言語接触 言語連合（言語同盟） パルカニズム 収束 言語の混合 基層 上層   
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